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「あすか」「すざく」から ASTRO-Hへ

あすか
(1993-2001)

すざく
(2005-)

ASTRO-H

超高分解能分光
X線カロリメータ

(XRS)

高感度広帯域観測
硬X線検出器

(HXD)

超高分解能分光
X線カロリメータ

(SXS)

硬X線での撮像分光
硬X線撮像検出器

(HXI)

コンプトンカメラ
軟ガンマ線検出器

(SGD)

最初のX線CCDカメラによる
10キロ電子ボルトまでの撮像分光

(最初のX線マイクロカロリメータ)
硬X線検出器による600キロ電子ボルトまでの広帯域分光

世界初の硬X線集光撮像分光
世界初のX線マイクロカロリメータによる超高分解能分光
世界初の偏光観測可能な半導体ガンマ線コンプトンカメラ
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世界の宇宙X線天文台としての役割
すざく衛星の例

およそ１日から２日に
１天体観測。世界中か
ら提案が集まる。

•プロポーザル受付
•レビュー
•解析ソフトウェア
•アーカイブ
•ヘルプデスク
•国際対応

などが必要
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「すざく」XRSとの関連 (開発の背景)

2005年に打ち上げられた「すざく」は、本来は超精密分光と広帯域を特徴とし
て、2000年に打ち上げられた米欧のミッション Chandra, XMMーNewtonと並びた
つ予定であった。我々は「すざく」に世界ではじめてのX線マイクロカロリメータ
(XRS)を搭載し、軌道上で60mKの極低温と7 eVという驚異的なエネルギー分解能を
達成したが、液体ヘリウムの予想外の蒸発というトラブルのために、宇宙Ｘ線源を観測
することができなかった。

マイクロカロリーメータによる宇宙Ｘ線観測は宇宙物理学に全く新しい世界を開くもの
であり、世界中の期待がかかっていただけにこの事実に対する我々の責任は非常に重
い。「すざく」に期待されていたのは超精密分光による新たな知見の開拓であり、この
復活は我々に課せられた緊急の責務である。

すざくXRSの軌道上実証スペクトルすざくXRSフライトモデル
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International Agreement
国際協定
　- NASAとのLetter of Agreementを締結（Dec. 11)

　　　　　 LoA between NASA

　- Stanford大学とのAstrophysicsとCosmology研究 

                               に関する包括協定(MOU)締結 (Dec. 17)
MEMORANDUM OF UNDERSTANDING BETWEEN JAPAN AEROSPACE EXPLORATION AGENCY  AND

LELAND STANFORD JUNIOR UNIVERSITY FOR
JOINT RESEARCH IN ASTROPHYSICS AND COSMOLOGY 

    - Stanford大学/KIPACとのSGDに関する契約締結（by end of Feb.)
AGREEMENT BETWEEN JAPAN AEROSPACE EXPLORATION AGENCY AND

LELAND STANFORD JUNIOR UNIVERSITY FOR COOPERATION IN  THE ASTRO-H MISSION

    - SRONとのLetter of Agreement起案中 (under way)

　- ESAとのLetter of Agreement起案中 (under way)

SWG
　- NASAよりAO（公募）発出（６名） : 2008/12/17

　- ESAよりAO（公募）発出（３名） : 2008/12/18

    - JAXAよりAO (公募）発出（２�３名） : 2008/2/4 14
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–ネットワーク型データ処理システムを念頭に置いたSpaceWire通信規格（ESA/NASA/JAXAが連携して標準化推進）の展
開のためASTRO-Hのメンバー他が中心となって日本SpaceWireユーザー会を設置。大学等研究機関、メーカー等の間での
情報展開をはかる。（ASTRO-Hのプロジェクトマネージャーが国際標準委員会委員、ユーザー会主査として参加）。
–処理・制御システムの標準化/共通化（モジュール化）を進め、それぞれのモジュールをSpaceWireを用いたネットワー
クのノードとして定義。BepiColombo/MMO、小型科学衛星、ASTRO-H等宇宙科学本部の中期計画に位置づけられる衛星
で共通のコンセプトとして開発を進めた。
– SpaceWire通信規格で定義された、Remote Memory Access Protocol（RMAP）技術によるハードウエアの抽象化
– JAXAの技術実証小型衛星SDS-1に、Space WIre interface demonstration Module (SWIM)を搭載し、以下の技術実証を
行った（ISAS/JAXA,東京大学など、 ASTRO-Hチームが大きく貢献）

– SpaceWire規格に基づく次世代データ処理系のコンセプトの実証
– SpaceWire規格を実現するプロトコルチップの実証。特に、
リモートメモリアクセスプロトコル(RMAP)機能の世界最初の宇宙実証。
– SpaceWireを基本としたSpaceCubeTMアーキテクチャに基づく宇宙用コンピュータ
SpaceCube2の宇宙実証
– JAXA開発MIPS CPUなど、ASTRO-Hで用いられる部品の宇宙実証。
– RTOS T-Kernel実証及び標準ミドルウェア、アプリケーションの実証。
– SpaceWire シリアルリンクインターフェース部標準化の実証。

衛星の開発方針の実現 : モジュール化
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高信頼化をはかるために従来技術にモジュール化の考え方を導入するとともに、データ処理系には
抽象化層からハードウェア層にいたるまで標準化を持ち込み、異なったメーカー間のインターフェースの不
一致によるトラブルを未然に防ぐ。（ASTRO-Hの開発方針から）

SDS-1で宇宙
実証を行った
SpaceCube2
(JAXA, NEC)
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